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研究のトピックス性 

野菜・果樹・花卉・タバコ・綿など幅広い種類の作物に被害をもたらす広食性の害虫、

ハスモンヨトウは、日中は土中に潜み、殺虫剤に対する抵抗性も高いので、防除が困

難です。本研究では、このハスモンヨトウに成育障害を引き起こす植物として、日本に

自生する常緑低木のクチナシ (Gardenia jasminoides) に注目し、その化学的防御機

構を明らかにしました。（学術的トピック性） 

害虫を致死させるのではなく、その成育を阻害することで植物を保護する可能性

を示しました。環境負荷の低い、植物保護技術に繋がります。（社会的トピック性） 

 

 

研究の波及効果 

人類における農耕の歴史は 1 万年といわれていますが、昆虫と被子植物は 1 億年

前から互いに攻防を繰り返してきました。この昆虫-植物間相互作用の研究から、人間

や環境に影響が少なく、ターゲットとする病害虫や雑草のみを防除する技術のヒントが

得られる可能性は高く、特に、ストレスによって誘導される植物成分の利用は、今後と

も重要であると考えられます。 

 

 
 

 

 


